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移動制限時に効果を発揮！
LiveOn Wearableが海外で
新次元の遠隔作業支援を実現

利用目的
現場との接続
海外との接続

コロナウイルス対策
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導入前の課題

LiveOnで解決！

渡航制限などが発生しても確
実に海外納入先をサポートでき
る仕組みの構築

悪条件下でも問題なく通信でき
る作業支援システムの導入

海外の現地エンジニアが作業
に集中できる作業支援環境の
整備

●

 

●

●

遠隔作業支援システムにより
場所を問わず海外現地エンジ
ニアのサポートが可能に

電波状態が悪くても安定して
通信できるLiveOn Wearable
を導入

シンプルな操作で現地エンジ
ニアの作業を妨げずに遠隔支
援が可能

リアル開催とオンライン配信を組み合わせ、情報発信をより効果的に
連合会と協会間の会議だけでなく、連合会内部でも積極的にLiveOnを活用している。例えば全役職
員向けの説明会実施時には、リアルでの開催に加えてLiveOnでも同時配信し、在宅勤務者や電話対
応などで離席ができない職員も参加できるようにしている。リアルとオンラインをうまく組み合わせる
ことで、これまでよりも広く情報発信ができるようになった。

使い勝手の良さが後押しとなり、Web会議の利用頻度がアップ
連合会ではリプレイスを機にWeb会議の導入規模を拡張し、参加者の間口を広げるとともに、同時並
行で複数の会議が開催できる環境を整えた。さらに各協会内でも要望に応じて自由にLiveOnを使え
る環境にしたことで、利用用途が広がるとともに、利用頻度も以前より高くなっている。LiveOnの操作
性の良さもその後押しになっているという。LiveOnへのリプレイスにより、課題となっていた情報共有
のスピードアップや部署間の連携強化を実現できたことは大きな成果である。

サポート工数も削減でき、利用者だけでなく運用担当者の利便性も向上
LiveOnへのリプレイスは利用者側だけでなく運用側の利便性向上にも繋がっている。それに寄与して
いるのがLiveOnの「遠隔設定変更機能」である。各協会は使用端末や環境もさまざまであるため、こ
れまでは手探りでサポートをしている状態だったという。今では各協会の設定状況を遠隔から確認・
変更ができるようになり、サポート工数の削減と利便性向上に繋がっている。

ネットワークインフラを整備し、より多様なシーンでの活用を推進
現在、連合会と各協会のネットワークは直接繋がっておらず、Web会議を行う際はVPNに接続する必
要がある。利用環境にも制約がある状態のため、今後はネットワークインフラを整え、各協会がどのよ
うな環境からでも常に利用できるネットワークを構築する予定だという。それにより、各協会での利用
ニーズに合わせた柔軟な運用が可能になるだけでなく、より多様なシーンでWeb会議を活用できる環
境を整えたいと考えている。

渡航制限で海外サポートが困難に
基板製造向け露光装置などを手掛ける当社は、海外売上比率が��％以上。納入先の海外企業様への
メンテナンス等は、当社エンジニアが訪問し、現地エンジニアとペアで作業しています。海外渡航制限
があった時期には、当社エンジニアの訪問が不可能になり、別の方法で現地サポートができないか、と
検討し始めたのがスマートグラスなどのウェアラブルデバイスを用いた遠隔サポートの仕組でした。

海外拠点ではさまざまな通信環境に対応する必要がある
海外の特に途上国の場合は必ずしも�Gや�Gなどの高速な通信環境が整っているとは限りません。工
場内でも電波環境が悪い場所ではどうしても帯域が狭く、通信速度が低下してしまいます。遠隔サ
ポートシステム導入時にはそのような状況も想定する必要がありました。

優れたユーザビリティでスムーズに遠隔支援できる「LiveOn Wearable」を採択
導入するツール選定に当たっては、海外製ツールや一般的なオンライン会議システムなども比較・検討。
最終的にLiveOn Wearableを採択した理由の�つが、デバイス操作が非常に簡単なことです。サポートを
受ける現地エンジニアは、目の前で問題を抱えており、やらなければならない作業もあります。そのよう
な状況で、操作が煩雑だと現地でのメンテナンス作業に集中できません。他社製品は電源オンからセッ
ション開始まで多くの操作が必要でしたが、LiveOn Wearableは電源オンで自動的にセッション開始。現
地エンジニアの負担が軽くユーザビリティに優れていました。

さまざまな条件下でも通信品質を保つ工夫を評価
通信の安定性を検証するため、工場内の電波環境が良くない場所で実地試験も実施。他社製品が高
速通信下での使用を前提に作られているのに対して、LiveOn Wearableは、通信環境が悪い条件下で
も安定した品質を保つ工夫がされている、と判断できました。加えて、ISO認証のセキュアな通信であ
るため信頼性も高く、これらも選定理由となりました。 
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事前の作業への影響確認とJMSのサポートによりスムーズに立ち上げ
導入前のトライアルでスマートグラス装着による現場作業への影響などを検証しました。当社の装置
は、クリーンウェアを着用したクリーンルーム内など特殊な環境下での作業が必要です。頻繁にデバイ
スを着脱できないため、長時間の作業でも問題ないことなどの検証が必要でした。実際の導入時に
は、JMSに海外で導入する際に必要になるセキュリティ関連の情報収集やキッティング手順の落とし
込みなどを入念にサポートいただいたことで、スムーズに導入できました。

海外での大規模改修にもLiveOn Wearableで遠隔対応
代表的な活用例は、中国のユーザー企業様向け露光装置の大規模改修を、国内からサポートした
ケースです。ロックダウンで外国人は一切入国不可でしたが、LiveOn Wearableによって国内から作業
支援。無事改修作業を成功させました。また、昨今の半導体不足などの影響で、完成した状態で装置
を出荷できない場合があります。そのため未完成の状態で製品を出荷し、その後部品が揃った段階で
追加加工をして完全な製品にする、という方法を採る場合も多くなってきました。そのような場合でも
LiveOn Wearableによって国内からの遠隔支援により加工作業ができるようになりました。

業務効率化や装置の非稼働時間短縮に貢献
課題であった海外渡航制限時のユーザーサポートに関しては、LiveOn Wearable導入によって、遠隔
地であっても高度なサポートができるようになりました。従来、年間数十回発生していた海外出張も�
分の�から�分の�に減少。これにより移動コスト削減や業務効率向上などの効果が上がると共に、何
よりお客様先における装置の非稼働時間短縮につながっていることが大きな成果です。

海外展開する製造機器メーカーの遠隔支援ツールとして最適
当社と同様に海外展開している製造機器メーカー様でも、常に海外渡航制限や部品不足などによる
完成品の製造遅延が発生するリスクがありあます。しかし、的確に遠隔支援できる仕組みがあればリ
スク回避が可能です。中でもLiveOn Wearableは、シンプルな操作性でサポートを受ける側の負担が
少なく、さまざまな通信環境であっても安定して利用できるところが大きなポイントです。

LiveOn Wearableを活用した保守契約先へのサービス向上などを計画
新たな展開として、当社と保守契約を結んでいるユーザー企業様にLiveOn Wearableを貸し出すこと
で、当社からの遠隔支援によってユーザー企業様が直接保守対応できるようにしたいと考えています。
これにより装置復旧までの時間を短縮できます。また、そのほか装置の状態を遠隔監視/分析すること
で、故障する前にメンテナンスによって健康な状態を維持する「プロアクティブ・メンテナンス」にも取り
組み始めています。

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加
価値もあり、総合的な評価が非常に高かったという。

導入後の効果・感想

LiveOnを活用した今後の事業展開など

ご活用用途

設　　　立 ： ����年��月��日

資   本   金 ： �億円

所   在   地 ： 京都市上京区堀川通寺之内上
る四丁目天神北町�番地の�

事 業 内 容 ： AIやビッグデータ、自動運転な
どの実用化が進むにつれて、ま
すます電子機器の小型化、高機
能化、そして信頼性向上が求め
られている。そのような中、
SCREEN PE ソリューション様は
コア技術である直接描画技術
や画像処理技術等を駆使してこ
れらの課題解決に貢献。露光装
置や光学式外観検査装置、最終
外観検査装置などの高性能プ
リント基板製造装置を提供して
いる。

ホームページ ： https://www.screen.co.jp/pe/
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